
















r. • • .・とくに強調しておかねばならないのは、ギリシア語は一つの言語であ
って、別個の幾つかの言語の連続ではないということであ-'5.人がギリシア語を学ぼ
うと思うとき、ホメーロスから始めようと、あるいはプラトーン、新約聖脊、ディゲ
ニース・アクリータス物語、さらにはカザンヅァーキスから始めようと、一向に構わ
ないのである.一旦、或る言語段階にしっかり根をおろして学ぶならば、その前のあ
るいは後の段階にとりくむためにさほど大きい努力を必要としないからであ-'5.教事を
あ-'5ギリシア人は、その時代までのギリシア語全休をつねに心に際め、それを利用し、
それにそれとなく言及し、意識的にそれに修正を加えてきた.この知的継続性こそが、
ギリシ・警の研究を報いあ-'5ものとすると同時に、悶難にもしているのであ-'5Jと.
ギリシア語は三千年にも余-'5長い歴史をもっ言語であり、それは同じく長い歴史を
もっすばらしい文学を生んできました。われわれが興味をもつのはこの壮大な言語と
文学の殿堂であり、われわれはその華麗な殿堂の門にたたずみ、その扉を叩こうとし
ているのであります。われわれは力を尽くしてこの殿堂の片餓になりとふれ、その内
障に分け入りたいと願うのであります.
本誌が、ギリシア語・ギリシア文学についてのわれわれの研究の成果のみならず、
翻訳、紀行文その他、ギリシアの言語と文学を生みだした人びとの生活や風物などの
観察約告などをもとり入れ、おEいのtlHi差琢磨と交涜規陸の~とな~ことを念願して
やみません。
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